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視床下部神経による睡眠と記憶の制御
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メラニン凝集ホルモン産生神経(MCH神経)は、視床下部に少数の細胞体が存在し、そこから脳のほとんどの領

域に投射している。これまでにMCH神経を光遺伝学を用いて活性化すると、ノンレム睡眠からレム睡眠に移行す

ることを報告している。さらに、MCH神経細の時期特異的な脱落マウスを作成し、MCH神経の生理的役割につい

て明らかにした。MCH神経は海馬に投射しており、MCH神経脱落マウスの記憶を新奇物体認識試験にて評価する

と非脱落対照群マウスと比べて有意に記憶が良くなっていることを新たに見いだした。一方、薬理遺伝学を用い

たMCH神経活動の活性化では、恐怖記憶を減弱または、消去できる可能性を示した。このように睡眠覚醒調節に

重要な視床下部神経が、睡眠覚醒調節だけでなく記憶の制御にも関わっていることが明らかになった。
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